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　ねえやの田舎いなかは、山奥やまおくのさびしい村むらです。町まちがなかなか遠とおいので、子供こどもたちは本屋ほんやへいって雑誌ざっしを見みるということも、めったにありません。三郎さぶろうさんは、自分じぶんの見みた雑誌ざっしをねえやの弟おとうとさんに、送おくってやりました。

「坊ぼっちゃん、ありがとうございます。弟おとうとは、どんなに喜よろこぶかしれません。」と、ねえやは、目めをうるませて、いいました。

　すると、ある日ひのこと、弟おとうとの孝二こうじくんから、たいそうよろこんで、手紙てがみがまいりました。そして、山やまで拾ひろった、くりや、どんぐりを送おくると書かいてありました。

「町まちが遠とおいのに、弟おとうとさんは、小包こづつみを出だしにいったんだね。」と、三郎さぶろうさんはききました。

「いえ、町まちへは、毎日まいにち、村むらから、だれかついでがありますから。」と、ねえやは、答こたえました。

　手紙てがみのあとから、小包こづつみがとどきました。あけると、紫色むらさきいろのくりや、まるいどんぐりや、また、ぎんなんなどが、はいっていました。そして山やまから、いっしょについてきた、木この葉はもまじっていました。これを見みると、ねえやは、子供こどもの時分じぶんのことを思おもい出だして、なつかしそうにながめていました。

「こんなのが、山やまにたくさんなっているの？」

「はい、たくさん、なっています。」

「いってみたいなあ。」と、三郎さぶろうさんは、田舎いなかの秋あきの景色けしきを思おもいました。

　三郎さぶろうさんは、さっそく、孝二こうじくんに、礼れいをいってやりました。それから、そのうちに、また雑誌ざっしを送おくるからと書かきました。

　しばらくたつと、孝二こうじくんから手紙てがみがきたのであります。

「なんといって、きたんだろうな。」

　三郎さぶろうさんは、あけてよんでみると、

「送おくっていただいた、美うつくしい雑誌ざっしを友ともだちに見みせると、みんなが、奪うばい合あって、たちまち、汚きたなくしてしまいました。残念ざんねんでなりません。また、送おくっていただいて、破やぶるといけないから、どうか、もう送おくらないでください。」と、書かいてありました。

「そんなに、あんな雑誌ざっしがめずらしいのかなあ。」

　三郎さぶろうさんは、活動かつどうもなければ、りっぱな店みせもない、電車でんしゃもなければ、自動車じどうしゃも通とおらない、にぎやかなものは、なに一つもない、田舎いなかの景色けしきを目めにえがいて、そこに遊あそぶ子供こどもの姿すがたを想像そうぞうした。そのかわり、林はやしが茂しげっていれば、美うつくしい小川おがわも流ながれています。

「僕ぼくたちだって、そのかわり、くりや、どんぐりを、拾ひろうことができないのだから、おんなじこった。」と、三郎さぶろうさんは思おもいました。

　三郎さぶろうさんが、孝二こうじくんの送おくってくれた、どんぐりを、学校がっこうへ持もってゆくと、さあたいへんでした。みんなは、珍めずらしがって、

「見みせておくれ。」と、そばへ寄よってきました。

「君きみ、このおかめどんぐりを、どこから拾ひろってきたんだい。」

「一個こ、おくれよ。」

「僕ぼくにもね。」

　みんなは、三郎さぶろうさんのまわりにたかって、はなれないのでした。そのうち、奪うばい合あいから、けんかをはじめたのであります。

　その晩ばん、三郎さぶろうさんは、考かんがえました。

「田舎いなかの子こは、雑誌ざっしを見みたいのだ。僕ぼくたち街まちの子こは、おかめどんぐりがほしいのだ。かえっこすればいいじゃないか。」

　あくる日ひ、三郎さぶろうさんは、学校がっこうへいって、

「君きみたちのよんだ雑誌ざっしを田舎いなかの子供こどもへ、送おくってやって、田舎いなかの子供こどもたちから、おかめどんぐりを送おくってもらおうよ。」と、相談そうだんしました。

「賛成さんせい、賛成さんせい！」

　そのことを、三郎さぶろうさんから、孝二こうじくんにいってやると、すぐに返事へんじがきて、田舎いなかの子供こどもたちも大喜おおよろこびだというのでした。そして、雑誌ざっしやおかめどんぐりよりも、まだ知しらない、遠とおい田舎いなかと、街まちとで、おたがいに、交際こうさいするのが、とてもうれしかったのであります。
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